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１．研究計画の概要 

河川における濁水の長期化問題は，河川の

開発にともない，山間部の河川にダムや堰な

どの人工構造物が建造されることで，降雨時

には，その構造物が上流域において発生した

濁水の流下を遮るため，懸濁物質が貯水池内

に貯留・滞留し，その後，放水などの際に滞

留した濁水を放流することにより，下流河川

において濁水が長期間にわたって生じる現象

である。濁水の長期化が引き起こす被害は，

景観・レクリエーション価値の低下，川魚な

どの水産資源への影響（成長阻害や漁獲高低

下），生態系への影響，稲の生育阻害，水道用

水や農業用水の浄化設備への影響などがあり

，河川環境の悪化をもたらすともに，河川を

中心とした様々な生産活動に影響を及ぼすこ

ととなる。そこで，本研究では，濁水の発生

源である貯水池上流域が濁水に及ぼす環境的

影響を定量的に明らかにすることを目的とし

て宮崎県一ツ瀬川上流域を対象として研究を

行う。 
 
２．研究の進捗状況 

計画では，各年度毎の目標を以下のように

設定しており，それぞれに対しての進捗状況

は以下の通りである。 
（１年目）懸濁物質がどこで，どのように生

成するかその特性の定量的分析。 
→定量的分析手法をほぼ確立しており，毎

年，情報の更新を行っている。 
（２年目）濁水発生と上流域との相関性の検

討，懸濁物質流出メカニズムの解明。 
→関係する影響因子の相関性について検討

を行った。その結果，降雨量に依存して影響

因子が異なることを明らかにした。 
（３年目）懸濁物質流出の予測モデルの構築。 
→タンクモデルを改良した懸濁物質の予測

モデルを開発した。 
 
３．現在までの達成度 
 前項で示したとおり，ほぼ順調に研究は進
捗している。 
ただし，研究を始めてから大規模の出水が

確認されておらず，現地における予測モデル
の構築に際して，多少見直しが必要な状況に
ある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
昨年度構築した予測モデルの精度向上と改

良を行うとともに，濁水発生の評価手法の確

立と濁水長期化問題における懸濁物質の流

出を抑えるための上流域での具体的な対策

の提案を目指す。 
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